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「親子で協力！ロボットプログラミング体験会」（見附市）
思いどおりにロボットを動かせるよう、親子で相談しながらチャレンジしました。

２……… トピックス 「新潟市公民館全職員研修会」開催される

３……… 視 点 「現代的・社会的課題に目を向ける」　長岡市立北中学校　校長　武樋　正之
ひ ろ ば 「我が集落せいば、なる！」　長岡市寺泊公民館野積分館　分館長　髙津　　勝
掲 示 板 「第２回新潟県公民館月報編集委員会の開催・第31回全国セミナー参加者」

6……… 実践記録シリーズ きのと交流館マナビップ講座　胎内市中央公民館

7……… サークル交流 「歌の大好きな仲間達」（湯沢町）／「大切なことそれは感動する心」（魚沼市）
素 顔 拝 見 小池　和代さん（五泉市）／長谷川しのぶさん（小千谷市）

８……… お元気ですか 「仲間とともに」　佐渡市・加藤　一善さん
恵贈資料紹介
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「
新
潟
市
公
民
館
全
職
員
研
修
会
」開
催
さ
れ
る�

　
新
潟
市
公
民
館
全
職
員
研
修
会
が

11
月
20
日（
水
）と
29
日（
金
）の
2

日
、横
越
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
ま
で
新
潟
市
公
民
館

改
革
職
員
研
修
会
と
し
て
公
民
館
職

員
の
研
修
会
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、今
年
度
か
ら
名
称
を
変
え
、平
日

に
2
日
に
分
け
て
の
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

「
名
称
は
変
わ
り
ま
す
が
、研
修
の
目

的
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成

22
年
度
に
行
っ
た
新
潟
市
公
民
館
改

革
宣
言
の
精
神
を
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、今
回
の
研
修
で
は

「
会
議
で
役
立
つ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
技
術
～
1
人
1
人
の
力
を

活
か
す
た
め
に
～
」を
テ
ー
マ
に
地

域
の
方
と
一
緒
に
課
題
解
決
に
取
り

組
む
に
あ
た
り
、参
加
者
の
意
見
を

引
き
出
す
た
め
の
ス
キ
ル
、具
体
的

に
は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
®
の
や
り
方
を
学
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
。」と
い
う
お
話
で
研
修
が
始

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
研
修
は
、講
師
の
先
生
か
ら「
今
日

の
ゴ
ー
ル
」、「
基
本
的
な
考
え
方
」、

「
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
®
の
進
め
方
」に
つ
い
て
注
意
事

項
を
含
め
て
説
明
を
受
け
て
演
習
を

す
る
と
い
う
形
で
し
た
の
で
ス
ム
ー

ズ
に
演
習
が
進
み
ま
し
た
。

○
研
修
テ
ー
マ

「
会
議
で
役
立
つ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
技
術
～
1
人
1
人
の
力
を

活
か
す
た
め
に
～
」

�

講
師　
吉
崎　
利
生　
氏

（
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
®
認
定
講
師
マ
ス
タ
ー
）

・‌�

全
員
一
斉
に
、ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
文
字
を
書
く
練
習
を
し
ま
し

た
。
講
師
か
ら
は
、字
の
大
き
さ

や
字
体
等
、ペ
ン
の
持
ち
方
か
ら

見
や
す
い
書
き
方
ま
で
丁
寧
な
指

導
が
あ
り
ま
し
た
。

・‌�

実
際
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き

な
が
ら「
発
散
」、「
収
束
」、「
活
用
」

の
プ
ロ
セ
ス
を
作
る
手
法
を
学
び

ま
し
た
。

・‌�

午
後
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、

「
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
®
６
つ
の
基
本
会
議
フ
レ
ー

ム
」の
う
ち
、「
定
例
進
捗
会
議
」、

「
役
割
分
担
会
議
」、「
企
画
会
議
」

の
3
つ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
®
の
ス
キ
ル
を
学
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
向
上
及
び
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
身
に
つ
け
る
と

い
う
実
践
的
な
内
容
で
、地
域
の
方

と
一
緒
に
地
域
課
題
に
取
り
組
む
に

あ
た
り
役
立
つ
研
修
会
に
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。参
加
者
か
ら
は
、

「
今
後
の
業
務（
企
画
会
議
や
情
報
会

議
等
）で
活
用
し
て
み
た
い
。」、「
こ

れ
か
ら
の
仕
事
で
ヒ
ン
ト
に
な
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
こ
ん
な
に
楽
し
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
ら
良

い
と
思
っ
た
。」等
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。参
加
さ
れ
た
職
員
の
方
々
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
で
学
ば
れ
た
こ

と
を
活
か
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

○
研
修
内
容

１　

‌�

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
®
に
つ
い
て
の
説
明

　
（
１
）本
日
の
ゴ
ー
ル
の
共
有

　
（
２
）‌�ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
®
の
基
本
的
な
考

え
方

　
（
３
）‌�思
考
を
生
み
出
す
9
つ
の

オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

に
つ
い
て

　
（
４
）‌�ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
・
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
®
の
進
め
方

２　
演
習

・‌�

自
己
紹
介
や
情
報
交
換
を
通
し

て
、ペ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン

の
練
習
を
し
ま
し
た
。

№803（第３種郵便物認可） � 令和２年１月15日 

4人グループによるミーティング

ホワイトボードを使った演習

グループ別会議の様子

開会式の様子
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掲示板 HOT NEWS 第２回新潟県公民館月報編集委員会の開催・第31回全国セミナー参加者

長岡市立北中学校
校長　武樋　正之

　

弥
彦
さ
ま
の
上
陸
地
、野
積
。
国
道

４
０
２
号
線
沿
い
で
、前
は
海
、裏
は

山
。
夏
は
海
水
浴
で
賑
わ
い
ま
す
が
、今

は
北
風
が
強
く
寒
い
、浜
辺
の
集
落
で

す
。
昔
は
村
中
が
漁
師
で
し
た
。
そ
し

て
冬
は
酒
造
り
の
出
稼
ぎ
で
、「
杜
氏
の

ふ
る
里
」で
も
あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、「
自
分
が
幸
せ
に
な
る
に
は
、人
も

幸
せ
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」と
思
い
、

地
域
内
の
年
中
行
事
を
復
活
し
よ
う
と

考
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
、跡
取
り
息
子
の
会「
兄（
あ
ん
）

に
ゃ
会
」を
発
足
。
こ
れ
は
昔
の
青
年
団

で
す
。
婦
人
会
は「
嫁
会
」。
子
供
の
親

は「
親
子
子
供
会
」と
組
織
を
つ
く
り
、

50
軒
余
り
の
集
落
が
賑
や
か
に
な
り
ま

し
た
。
高
齢
化
時
代
だ
か
ら
皆
ん
な
で

楽
し
く
暮
ら
そ
う
。
イ
ベ
ン
ト
モ
ッ

ト
ー
は「
せ
い
ば
、な
る
」の
全
員
参
加

型
。
春
で
楽
し
い
の
は
村
祭
り
。
夜
宮

の
晩
は
演
芸
会
。
子
供
達
は「
新
田
太

鼓
」に「
劇　

浦
島
太
郎
」、「
大
宝
引
大

会
」。
一
晩
中
、歌
に
踊
り
に
手
拍
子
が

続
き
ま
す
。
そ
し
て
翌
日
は
本
祭
り
。

子
供
達
を
先
頭
に
ド
ン
ピ
ッ
ピ
、ド
ン

ピ
ッ
ピ
と
山
車
が
村
を
廻
り
ま
す
。
山

車
は
リ
ヤ
カ
ー
に
紅
白
の
幕
旗
と
提

灯
。
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
獅
子
舞
の
神

楽
が
各
家
々
を
廻
り
ま
す
。
嫁
会
は
、杜

氏
さ
ん
の
酒
樽
に
紙
花
を
付
け
た
花
御

輿
。
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ド
ン

ド
ン
、ピ
ッ
ピ
と
祭
囃
子
の
声
。ふ
る
里

の
風
景
が
聞
こ
え
ま
す
。

　

野
積
小
学
校
が
な
く
な
り
、み
ん
な

で
運
動
会
を
や
ろ
う
。
昔
と
同
じ
、６

月
の
第
２
日
曜
日
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
同

じ
パ
ン
食
い
競
争
で
始
ま
り
、綱
引
き

で
お
昼
。
お
に
ぎ
り
と
ト
ン
汁
。
最
後

は
輪
に
な
り
盆

踊
り
。

　

年
の
瀬
も
せ

ま
り
寒
く
な
り

ま
す
が
、私
は
賽

の
神
づ
く
り
。

人
と
人
を
結
ぶ

絆
で
あ
っ
た
か

い
集
落
で
す
。

障
が
出
る
病
気
を「
ゲ
ー
ム
障
害
」

と
い
い
、Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
新
た
な
病
気

と
し
て
２
０
１
９
年
５
月
に
国
際

疾
病
分
類
に
加
え
ま
し
た
。

学
校
で
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
関
す
る

指
導
を
行
い
問
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
は
い
ま
す
が
、改
善
さ
れ
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
適
度
な
利
用

は
別
と
し
て
も
、こ
の
過
度
な
利
用

の
問
題
に
は
、家
庭
で
の
生
活
が
大

き
く
か
か
わ
っ
て
い
て
、ゲ
ー
ム
機

や
パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

部
屋
に
持
ち
込
み
夜
中
ま
で
や
っ

て
い
る
と
い
う
本
人
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、親
御
さ
ん
が
子
ど

も
の
頃
に
ゲ
ー
ム
好
き
で
、子
ど
も

を
巻
き
込
ん
で
制
限
な
く
や
っ
て

し
ま
う
、祖
父
母
は「
孫
が
か
わ
い

い
か
ら
、孫
が
喜
ぶ
な
ら
…
」と
い

う
こ
と
で
、制
限
ど
こ
ろ
か
多
額
の

課
金
を
与
え
る
と
い
う
本
人
以
外
に

問
題
が
あ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
学
校
以
外
で
の
親
等
の

理
解
を
促
す
機
会
の
設
定
や
子
ど

も
の
ゲ
ー
ム
中
心
の
生
活
を
改
善

で
き
る
取
組
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、期
待
を
寄
せ
る
の
が
、

地
域
住
民
の
必
要
課
題
と
し
て「
現

代
的
・
社
会
的
課
題
」に
取
り
組
む

社
会
教
育
、と
り
わ
け
公
民
館
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
で
の
家

庭
教
育
講
座
や
親
子
活
動
、子
ど
も

た
ち
同
士
の
活
動
及
び
相
談
窓
口

の
設
置
等
で
す
。
中
で
も
小
学
生
の

時
に
、「
ボ
イ
ス
チ
ャ
ッ
ト
」で
味
わ

う
感
覚
で
な
く
、子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
が
生
身
で
交
流
で
き
る
活
動

等
の
企
画
に
期
待
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

学
校
現
場
で
は
過
度
な
ゲ
ー
ム

依
存
等
で
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
子
ど
も
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
最
近
の
ゲ
ー
ム
機
に
は

「
ボ
イ
ス
チ
ャ
ッ
ト
」と
い
う
プ

レ
ー
ヤ
ー
同
士
が
通
話
し
な
が
ら

遊
べ
る
機
能
が
あ
り
、ま
る
で
そ
の

場
に
友
達
が
い
る
よ
う
に
感
じ
る

そ
う
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、ネ
ッ

ト
依
存
が
疑
わ
れ
る
人
は
成
人
で

推
定
約
４
２
１
万
人
、中
高
生
で
約

93
万
人（
２
０
１
７
年
）い
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、ゲ
ー
ム

に
熱
中
し
過
ぎ
て
日
常
生
活
に
支

「
現
代
的
・
社
会
的
課
題
に
目
を
向
け
る
」

「我が集落
� せいば、なる！」

長岡市寺泊公民館野積分館  
分館長　髙津　　勝

〈第２回新潟県公民館月報編集委員会〉
日時　令和２年１月20日（月）
　　　　　　　１：30～ 16：30
会場　新潟市中央公民館303講座室
内容
（１）令和２年度公民館だよりの編集について
　①市町村執筆担当の確認
　②特集執筆者の選定
　③紙面構成の検討

（２）その他
　①編集全体について
　②新設コーナーについて
〈第31回全国セミナー参加者〉
　令和２年１月29日（水）～ 31日（金）に
国立オリンピック記念青少年総合セン
ターで行われる全国セミナーの参加者
が決定しました。
　加茂川　真理さん（上越市）

　入澤　勇太さん（刈羽村）
　栗原　大輝さん（新発田市）
　片桐　康正さん（新潟市）
　今城　敬子さん（新潟市）
　研修のテーマは「新しい時代の公民
館戦略を考える」です。全国の参加者と
大いに情報交換し、研修を深めてもらい
たいと思います。

№803（第３種郵便物認可） 	 令和２年１月15日 
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ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
つ
く
る
な
、 

　
　
　
　
鉛
筆
の
よ
う
な
尖
塔
を
建
て
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

�

副
参
事　

五
十
嵐　
和　
彦

　

県
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、生
涯
学
習
推
進
に
携
わ
る
皆
様

に
と
っ
て
、学
校
関
係
者
の
皆
様
に
と
っ
て
、必
要
課
題
と
要

求
課
題
は
何
か
を
常
に
念
頭
に
置
き
２
年
目
を
務
め
て
お
り

ま
す
。

　

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
立
場
に
在
る
者
と
し
て
、「
踏
襲
」

で
は
な
く「
改
善
」を
図
り
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

【
に
い
が
た
連
携
公
開
講
座
】

　

今
年
度
ま
で
は
、本
講
座
の
連
携
機
関
は「
大
学
等
高
等
教

育
機
関
」と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
高
等
教
育
機
関
等
」と
改

訂
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
団
体

等
と
の
連
携
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
は
、①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
民
間
団
体
や
企
業
と
の

連
携・
協
働
は
、生
涯
学
習
を
推
進
す
る
上
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
、②
今
後
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

な
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、民
間
団
体
と
企
業
と
の
連
携・

協
働
に
よ
る
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
改
訂
の
背
景
に
は
次
の
３
点
が
あ
り
ま
し
た
。

①�　

昨
年
度
の
受
講
者
の
年
齢
層
の
割
合
は
、60
～
70
歳
以

上
が
72
％
、10
～
30
歳
が
６
％
で
あ
り
、受
講
者
の
多
く
が

高
齢
者
で
あ
る
こ
と
。

②�　
講
座
内
容
が
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
。

③�　

青
少
年・
壮
年
期
を
対
象
と
し
た
講
座
の
提
供
が
少
な

い
こ
と
。

　
改
訂
後
は
、講
座
内
容
の
マ
ン
ネ
リ
が
解
消
さ
れ
、幅
広
い

年
齢
層
の
方
々
の
受
講
機
会
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

次
年
度
以
降
、開
催
市
町
村
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
、よ
り
一

層
魅
力
あ
る
講
座
開
設
に
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

【
基
礎
研
修
会
】

　

今
年
度
は
研
修
内
容
を
一
新
し
、心
理
学
の
視
点
か
ら
社

会
教
育
を
見
つ
め
る
こ
と
を
中
核
に
し
て
講
座
を
組
み
ま
し

た
。研
修
会
を
貫
く
テ
ー
マ
は
、「
足
元
を
見
つ
め
直
し
、一
歩

踏
み
出
す
」で
す
。

　

第
１
回
目
は
、講
師
に
宇
都
宮
大
学 

教
授 

佐
々
木 

英
和 

氏
を
お
招
き
し
、「
誰
の
た
め
に
、何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
―

自
分
を
見
つ
め
、自
分
を
生
か
す
―
」を
演
題
に
講
演
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
２・
３
回
目
は
、講
師
に
立
正
大
学
准 

教
授　

髙
橋 

尚

也
氏
を
お
招
き
し
、社
会
心
理
学
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学

の
立
場
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
、「
自
他
を
知
り
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
中
で
各
人
の
力
を
活
用
し
、よ
り
よ
い
社
会
生
活
を

送
る
た
め
に
」「
調
査
研
究
法
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

の
在
り
方
―
既
存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
改
善
し
開
発
す
る
た
め

に
―
」を
演
題
に
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
４
回
目
は
、「《
体
験
か
ら
学
ぶ
》事
業
改
善
に
向
け
て
フ

ミ
ダ
ス
一
歩
―
関
わ
り
の
中
か
ら
学
び・
気
づ
く
チ
カ
ラ
―
」

と
題
し
て
、新
潟
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

社
会
教
育
主
事　

№803（第３種郵便物認可） � 令和２年１月15日 
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杉
山 

茂
一
氏
か
ら
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、そ
し
て
、

「
事
業
改
善
と
開
発
の
実
践
―
館
を
支
え
、地
域
を
支
え
る
気

概
―
」と
題
し
て
当
セ
ン
タ
ー 

相
談
員　
熊
谷 

い
み
子
か
ら

実
践
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、75
人（
昨
年
度
64
人
）の
方
か
ら
受
講
申
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
年
度
は
、（
株
）い
ろ
む
す
び 

代
表
取
締
役　
古
林 

拓
也 

氏（
グ
ロ
ー
ビ
ズ
経
営
大
学
院
修
士
、米
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
有
資
格
）に
よ
る
講
義

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
予
定
で
す
。

【
地
域
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル
】

　

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
皆
様
の「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
と
し
て
の
知
識
と
ス
キ
ル
」を
養
成
す
る
内
容
を
改
め
、

受
講
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
が
現
場
で
生
か
せ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
な
る
よ
う
に
改
善
し
ま
し
た
。

　
「
み
ら
い
ず
ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
」を
訪
問
し
、講
師
の
小
見 

ま
い

こ
氏
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、研
修
内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、次
の
４
つ
で
す
。

　

①「
シ
ス
テ
ム
思
考
」、②「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
」、③「
ル
ー

プ
図
」、④「
レ
バ
レ
ッ
ジ
ポ
イ
ン
ト
」で
す
。

　
受
講
者
の
皆
様
か
ら
は
、

　
「
ル
ー
プ
図
を
こ
れ
か
ら
の
事
業
等
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
有
意
義

な
研
修
会
で
し
た
。」

　
「
い
ろ
ん
な
職
種
の
皆
さ
ん
と
、一
つ
の
課
題
に
つ
い
て

話
を
深
め
色
々
な
気
付
き
が
あ
り
ま
し
た
。
思
い
込
み
を

な
く
し
、ま
ず
は
自
分
が
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、自
分
が
地
域
を
変
え
ら
れ
る
一
人

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。」

　
「
シ
ス
テ
ム
思
考
を
体
系
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
手
法
と
し
て
大
変
興
味
深
い
で
す
。
テ
ー
マ
設
定
が

現
場
に
沿
っ
た
目
線
で
有
益
で
し
た
。」

な
ど
の
感
想
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
受
講
さ
れ
た
皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト「
研

修
を
受
け
ら
れ
て
の
感
想
は
い
か
が
で
す
か
。」の
設
問
に
対

し
て
、「
Ａ 

大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
」「
Ｂ 

ま
ず
ま
ず
の
成
果

が
あ
っ
た
」と
肯
定
的
に
回
答
し
た
割
合
が
１
０
０
％
で
し

た
。
と
て
も
充
実
し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

第
２
回
目
に
は
、「
今
、人
生
１
０
０
年
を
生
き
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
―
地
域
総
が
か
り
で
子
ど
も
を
育
て
る
社
会

を
―
」と
題
し
て
、東
京
大
学
大
学
院 

教
授　

牧
野 

篤
氏
か

ら
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
３
回
目
は
、「
地
域
住
民
が
学
び
活
躍
す
る
学
校
へ�

―『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
』の
充
実
か
ら『
コ
ラ
ボ
レ
ー
ト
』へ
の

成
熟
を
目
指
し
て
―
」と
題
し
、国
立
教
育
政
策
研
究
所 

生
涯

学
習
政
策
研
究
部 

統
括
研
究
官　

志
々
田 

ま
な
み
氏
か
ら

ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、２
２
３
人（
昨
年
度
１
６
９
人
）の
方
か
ら
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
年
度
は
、東
京
大
学
大
学
院 

教
授　
牧
野 

篤
氏
と
受
講

者（
会
場
）が
一
体
と
な
っ
た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

【
チ
ラ
シ
】

　
チ
ラ
シ
も
全
て
一
新
し
ま
し
た
。

　

チ
ラ
シ
を
手
に
す
る
側
の
立
場
に
な
っ
て
、「
共
感
」を
得

る
よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
み
、興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
惹
き
付
け
る
チ
ラ
シ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

【
お
わ
り
に
】

　

私
の
大
好
き
な
言
葉
に「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
つ
く
る
な
、鉛
筆

の
よ
う
な
尖
塔
を
建
て
よ
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、小
惑
星

探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で

あ
っ
た
川
口 

淳
一
郎
氏
の
言
葉
で
す
。

　

で
き
な
い
理
由
を
探
す
の
で
は
な
く
、今
ま
さ
に
改
善
の

と
き
と
判
断
し
た
ら
す
ぐ
に
行
動
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

す
。時
々
刻
々
と
変
わ
る
社
会
で
す
か
ら
、社
会
教
育
の
充
実

を
図
り
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
者
も
進
化
し
続
け
、個
性
を

発
揮
し
て
仕
事
に
や
り
が
い
を
見
出
す
こ
と
が
大
切
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

№803（第３種郵便物認可） 	 令和２年１月15日 
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ひとくち情報

　
き
の
と
交
流
館
は
平
成
27
年
度
に
以
前
の
福
祉
セ

ン
タ
ー
か
ら
移
転
し
た
施
設
で
す
。
そ
こ
で
、市
内

の
多
く
の
人
に
地
域
の
憩
い
の
場
と
し
て
認
知
し
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
、様
々
な
生
涯
学
習
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
、幅
広
い
年
代
に
向
け
て

事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

①　
子
ど
も
講
座

　

夏
休
み・
冬
休
み

の
２
回
、午
前
中
に

料
理
教
室
、午
後
か

ら
は
工
作
教
室
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
で

は
子
ど
も
た
ち
が
家

で
も
簡
単
に
作
れ
る

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ

デ
ア
料
理
を
、工
作

教
室
で
は
苔
玉
や
石

鹸
、ク
リ
ア
キ
ャ
ン

ド
ル
な
ど
、家
や
学

校
で
体
験
し
て
い
な

い
も
の
や
流
行
り
の

も
の
を
作
れ
る
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。

②　
き
の
と
で
茶
の
湯

　
市
内
の
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
活
動
し
て

い
る
市
民
茶
会
の
裏
千
家
流
の
方
々
を
講
師
に
依
頼

し
、平
成
30
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。
日
本
の
伝
統

文
化
で
あ
る
茶
道
に
触
れ
、お
茶
会
の
マ
ナ
ー
や
楽

し
み
方
を
学
び
つ
つ
和
菓
子
や
抹
茶
を
い
た
だ
き
、

加
え
て
自
分
で
も
お
茶
を
立
て
て
み
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　
平
成
30
年
度

は
平
日
開
催
で

大
人
を
中
心
に

23
名
の
市
民
が

参
加
し
ま
し

た
。
講
師
の

方
々
の
、子
ど

も
た
ち
に
も
っ

と
来
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
を

受
け
、令
和
元
年
度
は
夏
休
み
期
間
の
土
曜
日
に
開

催
し
た
と
こ
ろ
、当
日
参
加
や
子
ど
も
連
れ
も
多
く
、

27
名
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

③　
夏
休
み
学
習
ス
ペ
ー
ス
無
料
開
放

　
夏
休
み
期
間
中
に
市
内
の
小
中
学
生
が
勉
強
ま
た

は
遊
び
の
場
と
し
て
立
ち
寄
れ
る
よ
う
に
毎
週
月

曜・
木
曜
を
学
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
学
習
ル
ー
ム
を

開
放
し
ま
し
た
。
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
や
折
り
紙
な

ど
も
設
置
し
、小
学
生
と
中
学
生
の
部
屋
を
分
け
る

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
た
が
利
用
者
数
が
伸
び
悩
ん

だ
た
め
、平
成
30
年
度
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、エ
ン
ト
ラ
ン
ス
は
常
時
無
料
開
放
し
て
い
ま

す
。

④　
た
い
な
い
満
喫
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

胎
内
市
内
の
社
会
教
育
施
設
な
ど
、普
段
自
分
で

は
足
を
運
ば
な
い
施
設
を
巡
っ
て
胎
内
市
の
魅
力
を

再
発
見
し
よ
う
と
い
う
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
平
成
30

年
度
は
完
成
間
近
の
奥
胎
内
ダ
ム
や
、開
校
し
た
ば

か
り
の
食
料
農
業
大
学
、米
粉
工
場
な
ど
を
、令
和
元

年
度
は
馬
の
養
老
牧
場
、胎
内
市
美
術
館
の
船
絵
馬

展
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

⑤　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　
30
年
度
末
に

事
業
の
少
な
い

春
に
イ
ベ
ン
ト

を
と
、企
画
し

た
と
こ
ろ
女
性

に
大
変
人
気

で
、ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
か

ら
、生
花
を
つ

か
っ
た
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
教
室

へ
の
需
要
が
高

い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
令

和
元
年
度
で
は

お
正
月
を
飾
る

生
花
の
ア
レ
ン

ジ
を
企
画
し
、

実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
に
年
間
を
通
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
、乙
地
区
だ
け
で
な
く
市
内
の
人
々
に
も
き
の

と
交
流
館
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
が
、ま
だ
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
の
際

に
場
所
を
聞
か
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
今
後
も

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
よ
う
な
事
業
を
企
画

し
、生
涯
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
え
る
施

設
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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CirCle
サークル交流

　生涯学習課に配属となって３年
目の小池さんは、主に青少年関係
事業を担当しています。つい先日
の子ども会連合会のもちつき体験
が無事に終わり、参加者の皆さん
に喜んでもらえてほっと一息ついているところで
す。小池さんは仕事に対して鋭い嗅覚を持ち、まだ先
にある課題を次々に予言しては解決に導いてくれて
います。周囲に気を配りながら臨機応変な行動もで
きる、本当に頼りになる存在です。
　一方で、時々ボケて周囲を爆笑の渦に巻き込む小
池さん。クールな見た目とギャップがあり過ぎです。
休みの日には、ボルダリングやラフティングに挑戦
する等アクティブな一面も。ひらめいたら、突然一人
で旅に行っちゃう行動力にもビックリです。（最近で
は粟島浦村に行きました！）
　これからも、生涯学習のフィールドで好奇心と
チャレンジ精神を存分に発揮してください。ご活躍
を期待しています。
� （生涯学習課　伊藤　直子　記）

五泉市生涯学習課　企画推進係

主査　小池　和代さん

歌
の
大
好
き
な
　
　

　
　
　
仲
間
達ラ・フ

ー
ル

　
私
共
ラ・
フ
ー
ル
は
、平
成
27
年
に

発
足
し
た
歌
の
大
好
き
な
仲
間
達
で

す
。
昭
和
歌
謡
を
中
心
に
、フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
、ハ
ワ
イ
ア
ン
、ポ
ピ
ュ

ラ
ー
ソ
ン
グ
な
ど
町
の
皆
さ
ん
に
楽

し
く
聞
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
歌

を
た
く
さ
ん
演
奏
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
で
す
。
4
月
の「
花
ま
つ
り
ゆ
ざ

わ
」、8
月
の「
湯
沢
温
泉
夏
ま
つ
り
」

の
イ
ベ
ン
ト
出
演
、ま
た
9
月
の「
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」、11
月
の「
芸

能
発
表
会
」、ま
た
宴
席
で
の
イ
ベ
ン

ト
出
演
な
ど
と
、皆
さ
ん
に
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
と
同
時

に
、私
達
も
楽
し
ん
で
や
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、ケ
ア
ハ
ウ
ス
、老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
５
～
６
回
／
年
）に
積
極
的
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
皆
さ
ん
に
喜
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
出
演
前
に
は
、

週
7
日（
い
わ
ゆ
る
ほ
ぼ
毎
日
）公
民

館
に
通
い
、少
し
で
も
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
た
演
奏
を
皆
さ
ん
に
届
け
た
い

と
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に

今
年
は
、リ
ー
ド
ギ
タ
ー
、テ
ナ
ー

サ
ッ
ク
ス
が
新
た
に
加
入
し
、さ
ら

に
充
実
し
た
演
奏
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、皆
様
の
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
湯
沢
町･

ラ・フ
ー
ル

�

代
表　
市
川　
忠
史　
記

　小千谷市教育委員会生涯学習課
に勤務して４年目の長谷川しのぶさ
んを紹介します。行政改革により組
織変更があったことから公民館在籍
２年目です。
　今年は「第34回国民文化祭・にいが
た2019、第19回全国障害者芸術・文化祭」が新潟県で開
催され、各自治体で国民文化祭を盛り上げるための独自
事業が行われました。小千谷市では、①小千谷縮や錦鯉
など小千谷の文化を体感するまちあるきイベント、②国の
有形文化財に登録された西脇邸で毎晩日替わりの伝統
芸能上演、③念願だった地元高校生による小千谷縮
ファッションショーなどを行うために係の中心となって持
ち前の軽い（笑）フットワークで縦横無尽に活躍しました。
まだまだ忙しい日々を送っていますが、いろんな相談に
乗ってくれ、きちんとフォローもしてくれる気の利く頼もし
い存在でもあります。
　プライベートでは２人のお子さんのお母さん。小学生と
保育園の元気な娘さんがおり、家事と子育てに奮闘中 !
の素敵な女性です。
　長谷川さん !これからもよろしくお願いします♪
� （小千谷市公民館　大渕　和幸　記）

小千谷市公民館

主査　長谷川しのぶさん

子
先
生
ご
指
導
の
下
、歌
う
こ
と
が

大
好
き
な
13
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
コ
ー
ラ
ス
は
声
を
出
す
前
の
準
備

が
大
事
。
ま
ず
は
ス
ト
レ
ッ
チ
、そ

の
後
発
声
練
習
、そ
の
時
点
で
体
は

ポ
カ
ポ
カ
、心
は
ウ
キ
ウ
キ
。
立
ち

方
ひ
と
つ
で
声
も
変
わ
っ
て
き
ま

す
。
歌
に
込
め
ら
れ
た
想
い
を
体
全

体
に
巡
ら
せ
心
を
込
め
て
歌
い
だ

す
。
そ
し
て
声
が
ひ
と
つ
に
重
な
っ

た
時
の
気
持
ち
よ
さ
。
歌
い
な
が
ら

も
胸
が
熱
く
な
り
涙
が
こ
み
上
げ
る

メ
ン
バ
ー
も
。

　
『
歌
』
っ
て
、『
音
楽
』
っ
て
、こ

ん
な
に
も
人
の
心
を
感
動
さ
せ
る
力

が
あ
る
ん
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
る
今

日
こ
の
頃
。
25
年
と
い
う
長
い
歴
史

の
中
で
、結
成
当
初
か
ら
コ
ー
ラ
ス

す
も
ん
を
支
え
続
け
て
き
た
メ
ン

バ
ー
、仲
間
た
ち
、そ
し
て
先
生
に
心

か
ら
感
謝
し
つ
つ
、今
日
も
楽
し
く

練
習
し
ま
す
。
聴
い
て
い
る
人
の
心

に
届
く
よ
う
、心
に
響
く
よ
う
な
歌

を
歌
え
る
よ
う
に･･･

。

大
切
な
こ
と
　
　
　
　

　
　
そ
れ
は
感
動
す
る
心

コ
ー
ラ
ス
す
も
ん

　
「
パ
チ
パ
チ
パ
チ
！
今
の
す
ご
く

良
か
っ
た
！
」先
生
か
ら
の
一
言
で
、

思
わ
ず
小
さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
…
。

　
自
然
豊
か
な
魚
沼
市
旧
守
門
村
で

活
動
し
て
い
る
私
達『
コ
ー
ラ
ス
す

も
ん
』は
、来
年
で
結
成
25
年
を
迎
え

ま
す
。
現
在
は
故・
吉
岡
武
良
男
先

生
の
遺
志
を
引
き
継
い
だ
志
田
梨
花

　
魚
沼
市･

コ
ー
ラ
ス
す
も
ん

�

団
長　
五
十
嵐
由
美
子　
記
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「
近
辺
の
山
を
登
り
体
力
づ
く
り
に

励
む
」で
し
た
。
一
度
も
山
登
り
に

行
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ウ
オ
ー
キ

ン
グ
は
続
け
て
体
力
は
少
し
つ
け
ら

れ
た
か
と
い
う
感
じ
で
す
。

　

今
年
は
、体
重
○
キ
ロ
減
量
を
目

標
に
頑
張
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
広
瀬
）

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
む
か
え
る
と
何
か
今

年
は
頑
張
ろ
う
と
目
標
を
立
て
る
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
私
の
昨
年
の
目
標
は

編
集
後
記

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

気

す

元

で

か

お
目
次　
第�

１
部　
特
集
日
本
公
民
館
学

会
の
研
究
の
到
達
点
と
課
題

　
　
　
―�

年
報
か
ら
み
た
15
年
と
こ
れ

か
ら
ー

　
　
　
第
２
部　
研
究
論
文　

　
　
　
第�

３
部　
国
際
交
流
・
比
較
研

究

　
　
　
第�

４
部　
日
本
公
民
館
学
会
第

17
回
研
究
大
会
記
録

　
　
　
第�

５
部　
日
本
公
民
館
学
会
研

究
活
動
報
告

　
　
　
第�

６
部　
公
民
館
を
め
ぐ
る
動

向

　
日
本
公
民
館
学
会「
研
究
年
報
」に
お

け
る
研
究
の
特
質
と
そ
の
課
題
、中
山

間
地
域
に
お
け
る
自
治
に
む
け
た
協
同

的
関
係
の
構
築
に
資
す
る
公
民
館
の
役

割
～
新
潟
県
十
日
町
飛
渡
地
区
公
民
館

を
事
例
に
～
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
論

文
や
第
17
回
研
究
大
会
の
記
録
、研
究

活
動
等
を
ま
と
め
た
年
報
と
な
っ
て
い

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
日
本
公
民
館
学
会（
事
務
局
）

　
〒�

３
０
５
‐
８
５
７
２　
茨
城
県
つ

く
ば
市
天
王
台
１
‐
１
‐
１

�

筑
波
大
学
人
間
系（
教
育
学
域
）

�

生
涯
学
習
研
究
室

恵
贈
資
料
紹
介

日
本
公
民
館
学
会
年
報
　
第
16
号

「
仲
間
と
と
も
に
」

加
藤
　
一
善

（
佐
渡
市
）

　

退
職
し
て
は
や
３
年
あ
ま
り
。

毎
日
が
慌
た
だ
し
く
あ
っ
と
い
う

ま
に
３
年
た
っ
た
と
い
う
の
が
実

感
で
す
。

　

退
職
の
際
に
、小
学
校
の「
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
」を
依

頼
さ
れ
、都
合
の
つ
く
日
の
朝
は

交
差
点
に
立
ち
、登
校
す
る
子
供

達
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
い
た

子
が
中
学
生
に
な
り
、体
つ
き
も

大
き
く
成
長
し
て
い
く
姿
を
み
る

と
、わ
が
子
の
よ
う
に
う
れ
し
く

思
え
て
き
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
の
夜
は
体
育
館
で
、

同
級
生
と
そ
の
奥
さ
ん
達
と
一
緒

に「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」を
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
で
い
ま

す
。同
級
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

罵
詈
雑
言
？
を
浴
び
せ
あ
い
な
が

ら
も
、地
区
の
試
合
や
公
民
館
事

業
等
に「
バ
ラ
組
」と
い
う
チ
ー
ム

で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、年
間
計
画
を
組
み
月
１

回
程
度
の
割
合
で
事
業（
飲
み
会
）

を
実
施
し
、毎
回
飽
き
も
せ
ず
に

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
今
年
で
10
年
目

と
な
る「
バ
ラ
組
杯
畑
野
駅
伝
大

会
」を
毎
年
10
月
に
主
催
し
、小

学
生
か
ら
大
人
の
チ
ー
ム
ま
で

多
数
参
加
い
た
だ
き
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
が
、微
力
で
も

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
け

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
が
で
き
る
の
も
、気
の

置
け
な
い
仲
間
が
い
る
か
ら
で
あ

り
心
か
ら
感
謝
し
つ
つ
も
、明
日

か
ら
も
罵
詈
雑
言
？
を
浴
び
せ
あ

い
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

※
お
詫
び
と
訂
正

　
�

月
報
12
月
号
４
ペ
ー
ジ「
特
集
」に
い
が
た
生
涯
学
習
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
９
の
会
場
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
（
誤
）新
潟
県
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
（
正
）新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
施
設
で
す
。
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

雪によって生ずる諸問題解決のため取り組んでいます
　新潟県をはじめとする豪雪地帯は、豊富な水資源や
良好な自然環境に恵まれ、食料やエネルギーの供給地
として、我が国を支える重要な役割を担っております。
　協議会会員18市町村は、緊密な連携を図りながら一
致協力して特別豪雪地帯の住民生活の向上を図るため、
取り組んでいます。

新潟県特別豪雪地帯市町村協議会
会長（妙高市長）　入村　　明（会員18市町村）

新潟市中央区新光町４-１　新潟県自治会館（新潟県市長会内）
TEL 025（284）3434　　FAX 025（285）3135
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